
薬事・食品衛生審議会 食品衛生分科会 新開発食品調査部会

遺伝子組換え食品等調査会

議事次第

１ 開会

２ 議題

（１） 新たな育種技術を利用して得られた食品の取扱いについて

（２） その他

３ 閉会

（配付資料）

資料１ 前回の調査会での意見

資料２ オフターゲット対応と導入遺伝子の除去の証明（田部井委員提供）

参考資料１ 参照条文（セルフクローニング、ナチュラルオカレンス）

参考資料２ 参照条文（高度精製添加物の届出制度）

参考資料３ 環境省「ゲノム編集技術の利用により得られた生物のカルタヘナ法上の整

理及び取扱方針について(案)」に関する意見募集より一部抜粋

※本会議はペーパーレスにて実施いたします。

日時 平成３０年１０月１５日（月）
１５：３０－１７：３０

場所 ＡＰ虎ノ門 11 階

Ａ会議室



平成30年10月12日現在

№ 氏 名 ﾌﾘｶﾞﾅ 現 職

1 朝倉 敬子 ｱｻｸﾗ ｹｲｺ 東邦大学医学部社会医学講座衛生学分野准教授

2 岡田 由美子 ｵｶﾀﾞ ﾕﾐｺ 国立医薬品食品衛生研究所食品衛生管理部第三室長

3 小関 良宏 ｵｾﾞｷ ﾖｼﾋﾛ 東京農工大学大学院工学研究院 生命機能科学部門教授

◎ 4 近藤 一成 ｺﾝﾄﾞｳ ｶｽﾞﾅﾘ 国立医薬品食品衛生研究所生化学部長

5 近藤 康人 ｺﾝﾄﾞｳ ﾔｽﾄ 藤田保健衛生大学総合アレルギーセンター副センター長

6 田部井 豊 ﾀﾍﾞｲ ﾕﾀｶ
国立研究開発法人農業・食品産業技術総合研究機構生物機能利用
研究部門 遺伝子利用基盤研究領域長

7 中島 春紫 ﾅｶｼﾞﾏ ﾊﾙｼ 明治大学農学部農芸化学科教授

8 名古屋 博之 ﾅｺﾞﾔ ﾋﾛﾕｷ
国立研究開発法人水産研究・教育機構増養殖研究所育種研究セン
ター主幹研究員

9 松本 吉郎 ﾏﾂﾓﾄ ｷﾁﾛｳ 公益社団法人日本医師会常任理事

◎座長

1 大西 彰 ｵｵﾆｼ ｱｷﾗ
日本大学 生物資源科学部 動物資源科学科 動物生殖学研究室
教授

2 梶川 揚申 ｶｼﾞｶﾜ ｱｷﾉﾌﾞ 東京農業大学 応用生物科学部 農芸化学科 准教授

遺伝子組換え食品等調査会
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○ 大西 彰 参考人岡田 由美子 委 員 ○

小関 良宏 委 員 ○

近藤 康人 委 員 ○

朝倉 敬子 委 員 ○



薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会

新開発食品調査部会遺伝子組換え食品等調査会設置要綱

１．目的

厚生労働省は、食品衛生法に基づき、組換え DNA 技術応用食品及び添加物

（以下「遺伝子組換え食品等」という。）の安全性審査を行っている。しかし

ながら、近年、遺伝子組換え食品等への該当性を容易に判断できないような

新しい技術を用いた食品等が開発されており、こうした食品等の遺伝子組換

え食品等への該当性の判断を行うことが求められている。

そのため、遺伝子組換え食品等に該当する食品等の範囲等及び該当性の判

断基準等について専門的・科学的な検討を行うことを目的として、食品衛生

分科会規程第３条に基づき、新開発食品調査部会の下に「遺伝子組換え食品

等調査会」を設置する。

２．審議事項

（１） 遺伝子組換え食品等に該当する食品等の範囲及び該当性の判断基準

等の整理

（２） その他遺伝子組換え食品等の安全性確保に関する事項

３．組織

（１） 調査会の委員は、部会等の委員、臨時委員及び専門委員の中から分

科会長が指名する委員をもって構成し、互選により座長を選出する。

（２） 審議にあたっては、議題の内容等に応じて、座長の判断により他の

委員又は参考人に出席を求めることができる。

（３） 調査会における審議結果については、適宜、新開発食品調査部会へ

報告することとする。

４．事務局

調査会の事務は、医薬・生活衛生局食品基準審査課新開発食品保健対策室

が行う。

５．その他

この要領に定めるもののほか、調査会の運営に関して重要な事項は、座長

が定めることができる。

（平成 30 年４月５日）


